
情報通信分野

１．重点戦略と推進方策

時代認識
選択と集中の戦略理念

推進方策のポイント

資料１－２

○現在の情報通信分野における研究開発は、学術

研究と実用化研究の境目が曖昧で、産学連携が広

範囲に行われ、それを政府が直接下支えする構造。

学術研究成果がそのまま社会展開し、その取り組

みも産学官連携で行うスタイルが一般化。

○情報通信分野技術は広い基盤性を持つ。研究開

発・技術開発のみに注目せず、既存技術の限界を

補完する組織・人間系の管理手法、さらには法制度

等の社会システムの高度化も必要。

○政府研究開発投資に占める情報通信の比率は

約１０％(２００４年）で、欧州、東アジア等と比較して

も約半分の水準である。産業競争力強化につなが

るブレークスルーを生み出すために、基礎研究から

産業技術に至る技術開発を強化すべき。

○最近の先端科学技術の研究では、大規模シミュレーションや科学技術計算、大量情報処理が

行われ、その処理能力の高さが直接に科学技術の研究成果の質と量に直結する傾向が強い。さ

らには、より積極的にＩＴ技術を先端科学技術の研究開発で活用していこうとする試みも世界的に

行われるようになってきた。

○「ＩＴ新改革戦略」においても述べられているように、ＩＴ技術は既にほとんどすべての産業分野に

おける産業活動の持続的な発展に必須なものであり、ＩＴ要素技術の研究開発の促進及びその展

開に責任を持つ人材の持続的な育成を行いつつ、持続性を持つための戦略的な施策体系と運用

体制を整備することが必要である。

○これまでは、ＩＴをより多くの領域で、より多くの人々が利用することが目標となってきたが、これ

からは社会に広く浸透し、さらにＩＴによる社会的課題解決を可能とすることが求められてくる。わ

が国が目標とするユビキタスネット社会の実現に向けて、今後５年間に必要となる先端的情報通

信技術の開発に対する投資を積極的に行うことが必要である。

○以上のことに鑑み、第３期の科学技術投資を行うための戦略理念は次の３点に集約される。

①継続的イノベーションを具現化するための科学技術の研究開発基盤の実現（科学）

②革新的ＩＴ技術による産業の持続的な発展の実現（産業）

③すべての国民がＩＴの恩恵を実感できる社会の実現（社会）

情報通信分野における推進戦略では、投資ポートフォリオとして具体的な政策目標を定めると同時に、成果目標達成を短期間に実現するための科

学技術研究開発の推進体制構築を、創意工夫に富んだ形で行うことが必要となる。本分野では以下の６点について、官民連携・協力を強力に推し進

めながら、短期間に体制作りを実現し、情報通信分野でわが国が生み出す技術の社会展開、そして真の国際競争力につなげることを実現する。

①知の交流を水平・垂直の両方の観点で推進し、知の継承、

融合並びに創造を推進

②定期的な戦略・施策の見直し

③国際標準化活動に対する取組み強化

④高度ＩＴ社会に深く関わる国際的な役割を担う人材の育成強化

⑤産業に直結する目的基礎研究を中心として新たな認識形成

⑥アジアを拠点とするグローバル戦略



２．戦略重点科学技術

（９）世界と感動を共有
するコンテンツ創造
及び情報活用技術

（７）大量の情報を
瞬時に伝え

誰もが便利・快適
に利用できる次世
代ネットワーク技術

（８）人の能力を補い
生活を支援する

ユビキタスネットワー
ク利用技術

（１０）世界一安全・安
心な ＩＴ社会を実現す
るセキュリティ技術

（３）次世代半導体の国際
競争を勝ち抜く超微細化・
低消費電力化及び設計・

製造技術

（５）世界に先駆けた
家庭や街で生活に役
立つロボット中核技術

（６）世界標準を目指す
ソフトウェアの
開発支援技術

（４）世界トップを走り続け
るためのディスプレイ・スト
レージ・超高速デバイスの

中核技術

科学科学

継続的イノベーション
を具現化するための
科学技術の研究開発

基盤の実現

（１）科学技術を
牽引する世界最
高水準の次世代
スーパーコン
ピュータ

社会社会

すべての国民が ＩＴの恩恵

を実感できる社会の実現

産業産業

革新的 ＩＴ技術による

産業の持続的な発展
の実現

（２）次世代を担う
高度IT人材の育成



2015年までにオール光通信を可能とし、ますます増大する通信トラフィックでも超低消費電力な安定したネットワークを実
現する。
世界に先駆けて、未利用周波数帯の開拓や周波数有効利用技術の高度化を図り、いつでも、どこでもネットにつながる
ユビキタスネット環境を実現する。

2010年までに100Tbps級光ルータを実現する。【総務省】
2010年までに、電波利用の進んでいない周波数帯（高マイクロ波帯、ミリ波帯等）において容易
に無線システムの利用を可能とする技術を実現する。 【総務省】

○大量の情報を瞬時に伝
え誰もが便利・快適に
利用できる次世代ネット
ワーク技術

2011年までに、次世代ディスプレイを実現し、大画面・高精細なコンテンツ視聴を可能とするなど省エネルギーで豊かな社
会を実現する。
2011年頃までに、高効率機能性デバイス及び設計技術を実現し、省エネルギーなIT利活用を実現する。

2011年までに、革新的材料による高効率な表示・発光デバイスを用いた次世代ディスプレイを
実現する。【経済産業省】
2007年頃までに、超電導を用いた低消費電力なデバイスを実現する。【経済産業省】

○世界トップを走り続ける
ためのディスプレイ・スト
レージ・超高速デバイス
の中核技術

2015年までに、ロボットによる人にやさしいコミュニケーション技術を実現する。
2025年までに、家庭や街で生活を支援する多機能なホームロボット（家事や介護のできるロボット等）の導入を目指す。

2010年までに公共空間や施設において人の行動を支援するロボットを実現する。【総務省、経
済産業省】
2010年までに、安全なロボットと人の接触技術を確立する。【総務省、経済産業省】

○世界に先駆けた家庭や
街で生活に役立つロ
ボット中核技術

＜戦略理念１＞ 継続的イノベーションを具現化するための科学技術の研究開発基盤の実現（科学）

＜戦略理念３＞ すべての国民がＩＴの恩恵を実感できる社会の実現（社会）

＜戦略理念２＞ 革新的ＩＴ技術による産業の持続的な発展の実現（産業）

2008年度までに、全ての政府機関において、「政府機関統一基準」が求める水準の対策を実施する。
2008年度までに、重要なインフラにおけるIT障害の発生を限りなくゼロにする。
2008年度までに、企業における情報セキュリティ対策の実施状況を世界トップクラスの水準にする。
2008年度までに、「ＩＴ利用に不安を感じる」とする個人を限りなくゼロにする。

情報システム、ソフトウェア又はネットワークに関して、新たな脅威に対応した情報セキュリティ
に係る被害を未然に防止する技術及び、被害が発生した場合にもその被害を局限化できるよう
な技術を開発する。【総務省、経済産業省】
我が国の国民生活・経済活動・安全保障に密接に関連する情報セキュリティを適切に確保し、Ｉ
Ｔを安心して利活用できる環境を整備するため、適切な組織体制の確立、信頼性の高い情報シ
ステム、ソフトウェア又はネットワークの普及及び電子認証基盤の構築に係る技術を確立する。
【総務省、経済産業省】

○世界一安全・安心なIT
社会を実現するセキュ
リティ技術

2010年までに、超高精細映像（800万画素クラス）について、全国規模で確実なライブ配信を可能とする。
2010年頃までに、Web及び非Web上にある情報検索・解析技術を強化し、個人がITの恩恵を実感できるライフソリューショ
ンサービスや人工知能系関連ビジネスの拡大を目指すとともに、個人の安全安心な生活を実現する。

2008年までに、超高精細映像（800万画素クラス）について、全国規模（1000拠点）でセキュアか
つ特定ユーザへの高信頼な配信を可能とする超高速ストリーム配信技術等を確立する。【総務
省】
2010年頃までに、Web及び非Web上にある大量かつ多種な情報を、個人が簡便、的確、かつ安
心して収集、分析することができる次世代の情報検索・情報解析技術基盤を構築する。【経済産
業省】

○世界と感動を共有する
コンテンツ創造及び情
報活用技術

2010年までに、100億個以上の端末（電子タグ・センサー・情報家電等）の協調制御を実現し、モノとモノを情報でつなぎ実
世界の状況を認識して便利に安心して利用する。
位置情報、地理情報、移動経路、交通手段、目的地等、安全かつ快適な暮らしに必要となる情報を、いつでも、どこでも、
だれでもが利用できる社会基盤としての「ユビキタス場所情報システム」の１０年以内の普及を図る。

2010年までに、 100億個以上の端末（電子タグ・センサー・情報家電等）の協調制御を実現する。
【総務省】
2010年度までにユビキタスネットワーク技術を活用し、身体的状況、年齢、使用言語等を問わず、
いつでも、どこでも、だれでもが移動に必要な情報を入手できる自律移動支援ｼｽﾃﾑを確立する。
【国土交通省】

○人の能力を補い生活を
支援するユビキタスネッ
トワーク利用技術

産学官が連携することにより、実践を通じて産み出された様々なソフトウェアエンジニアリングに関する知識を体系化及び
普及・展開することにより、ソフトウェアに対するユーザ満足度の向上を目指す。

組み込みソフトウェアの設計開発技術の確立に向けて、現場における設計開発手法を知識化・
体系化するとともに、各種の理論・手法を実システムへ適用するための技術を開発する。
【経済産業省】

○世界標準を目指すソフ
トウェアの開発支援技
術

2010年までに、４５ナノmレベル以細の微細化技術を確立すると共に、その後の更なる微細化技術の進展も見据えつつ、
世界最先端の省エネルギーなＩＴ利活用社会の基盤となる高速度・低消費電力デバイスを実現する。
2011年頃までに、高効率機能性デバイス及び設計技術を実現し、省エネルギーなIT利活用を実現する。

2010年までに、４５ナノｍレベルの半導体微細化による高速化・低消費電力デバイスを実現する。
【文部科学省、経済産業省】
2010年頃に情報家電の低消費電力化、高度化（多機能化等）に資する半導体アプリケーション
チップを実現する。【経済産業省】

○次世代半導体の国際
競争を勝ち抜く超微細
化・低消費電力化及び
設計・製造技術

2009年度までに、世界最高水準のソフトウェア技術者として求められる専門的スキルを有するとともに、社会情勢の変化
等に先見性を持って柔軟に対処し、企業等において先導的役割を担う人材の育成システムを構築する。

2009年度までに、大学・大学院において産学連携による人材育成プログラムを開発・実施する
拠点形成を支援する。【文部科学省】

○次世代を担う高度IT人
材の育成

2012年度には画期的な次世代材料の設計や新薬の革新的な設計などを可能とするシミュレーションを実現する。
2011年度末までの本格稼動を目指し、2010年度末までに世界最高水準の演算速度を誇るスー
パーコンピュータの主要部を製作、完成させ、一部運用を開始する。【文部科学省】

○科学技術を牽引する世
界最高水準の次世代
スーパーコンピュータ

最終的な成果目標計画期間中の研究開発目標戦略重点科学技術

②-3 世界最高性能のスー
パーコンピュータを実現する。

④-9 世界に通用する高度ＩＴ
人材を育成する。

④-5 現在の半導体の動作
限界を打ち破る革新的デバ
イスを実現する。

④-4 日本発の革新的な情
報家電を実現し世界に普及
する。

④-6 生活に役立つロボット
を家庭や街に普及する。

④-8 国際競争力のあるソフ
トウェアにより価値を創造す
る。

３．戦略重点科学技術の成果目標例

④-1 世界一便利で快適な情
報通信ネットワークを実現す
る。

④-2 どんなモノでも情報で
つなぎ便利に利用できるユ
ビキタス端末（スマートな電
子タグ等）技術とネットワーク
基盤を実用化する。

④-7 日本発のデジタル・コン
テンツを世界に広める。

⑥-10 情報セキュリティを堅
固なものとし、インターネット
社会の安全を守る。

〔目標２ 科学技術の限界突破〕

〔目標４ イノベーター日本〕

〔目標４ イノベーター日本〕

〔目標４ イノベーター日本〕

〔目標４ イノベーター日本〕

〔目標４ イノベーター日本〕

〔目標４ イノベーター日本〕

〔目標４ イノベーター日本〕

〔目標４ イノベーター日本〕

〔目標６ 安全が誇りとなる国〕



【参考】 重要な研究開発課題

○ネットワークへア
クセスすることによ
り、必要な情報資
源を、適切なコスト
で調達できる技術

○科学技術を
牽引する世界
最高水準の
スーパーコン
ピュータの開
発

○高付加価値製品の
持続的創出に向けた
高性能・低消費電力
プロセッサ・システム
技術

○ユビキタス・セキュ
リティ基盤

○先進ユビキタス・
デバイス開発

○ユビキタス指向
ネットワーク開発

○実世界状況認識技術

○ユビキタス創造的
生活支援基盤

○超高画質コンテンツ配
信が柔軟にできる高速・
大容量・低消費電力ネット
ワーク

○１００億個以上の
端末の協調制御

○利用者の要求に対して
ダイナミックに最適な環境
を提供できるネットワーク

○幅広い利用者が使いやすい
情報通信ネットワーク

○利用者の要求に応じた
デペンダブルなセキュア
ネットワーク

○ワイヤレスネットワークによる
ユビキタスモビリティ

○知的財産権ある
いは設計リソース有
効活用・再利用のた
めのプラットフォーム
つくり

○ System-on-a 
Chip技術と組み込
みソフトウェア技術

○新情報蓄積技術（高
性能不揮発メモリと先端
ストレージ技術）

○現状の技術飽和を克服
する飛躍的な設計・開発支
援技術（単体デバイスから
ＬＳＩ、モジュールまで）

○低消費電力化技術
（デバイスからシステ
ムまで）

○ＣＭＯＳ－ＬＳＩ用超
微細化プロセス技術

○将来デバイス（先端光
デバイス、ポストシリコン、
MEMS応用、磁束量子回
路など超電導デバイス、
センサー等）

○非シリコンデバイス

○有機ディスプレイ
を含む次世代ディス
プレイ技術

○通信・ネットワーク
用デバイス

○課題解決力や国際競争
力の高いサービス提供を
可能とする次世代のオー
プンアーキテクチャ及びそ
の開発基盤の整備

○情報セキュリティ技術
の高度化

○高信頼・高安全・セキュア
な組込みソフトウェア設計開
発技術

○技術を補完しより強固
な基盤を作るための管理
手法の研究

○人間とロボットの
インタラクション技
術（人間･ロボット界
面の科学技術）

○RTモジュール
高度化技術

○RTシステム統合連携技術

○スムーズで直観
的な対話が可能な
コミュニケーション
ロボット

○情報の巨大集積化
とその活用

○多国間スーパーコミュニ
ケーションの実現

○感動を共有する
インフラの充実

○クリエイティブ人材
の養成

○エンハンスト・
ヒューマン・インタ
フェースの実現

科学科学

産業産業 社会社会
○家庭や街で生活
に役立つロボット○先端ものづくりの

ためのロボット

○安全・安心のための
ロボット

○安全で快適な移
動のためのロボット

①ネットワーク

④セキュリティ及びソフトウェア

③デバイス・ディスプレイ等

⑦研究開発基盤技術

⑤ヒューマンインタフェース
及びコンテンツ

②ユビキタス（電子タグ等）

⑥ロボット

個々の研究開発課題が位置している場所は、課題
の政策的重要度や優先度を示すものではない

ライフサイエンスライフサイエンス
社会基盤社会基盤

環境環境
ものづくり技術ものづくり技術

ナノテクノロ
ジー・材料

ナノテクノロ
ジー・材料

フロンティアフロンティア

エネルギーエネルギー

○融合技術課題

・医療IT等


